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2006年 7月 2日と 5日に大阪湾周辺で形成された線状降水帯のマルチスケール構造を明らかにした．線状降水帯の両
ケースとも，日本海を東進するメソαスケール低気圧から延びた寒冷前線が近畿地方に接近する際に，メソβスケール
低気圧（「徳島小低気圧」と名付ける）がメソαスケールの暖域である四国東部に表れた．この徳島小低気圧の東側では
900hPa以下で暖域の南西風が強まり (˜15 m s?1)，寒冷前線の西側（寒気側）の西風と収束を強めていた．また 700hPaの
西南西の風である梅雨ジェット (20?30 m s?1)との間に時計回りの顕著な鉛直シアが生みだされ，大阪湾では強まった南
西風によって輸送される暖湿空気 (950hPa面の相当温位 > 345 K)により条件付不安定が増大した．このような徳島低気
圧の効果に加え、寒冷前線西側の西風によって淡路島もしくは六甲山で形成されたメソγスケールの山岳波によって風
下側の雲水量が増大し，メソγスケールの線状降水帯の強化に寄与していた．以上の線状降水帯に関わるマルチスケー
ル構造のすべてを満たす状況は, 5年間（2003～2007年）の梅雨後半（7月）に通過するメソαスケールの寒冷前線の 15
ケースの中で徳島小低気圧が生じた 4ケースのうちの 2ケースだけに見られた．
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